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物  質  名 直鎖アルキルベンゼンスフォン酸及びその塩類（C = 10-14） ＤＢ－８ 

別   名 

LAS 
LAS-Na（Na塩の場合） 
 
 

CAS 番号 － 
PRTR番号 第１種 24 
化審法番号 3-1884 

構 造 式 
 
 
 

 ｘ=5-11 
 y=0-4          （LAS-Na）
 x+y=7-11 

分 子 式 C6+nH5+2nNaO3S（n=16-20） 分 子 量 － 
（Naの代わりに H, K等の場合があ
る。） 融 点 － 

沸 点 － 換 算 係 数 － 
蒸 気 圧 － 
分 配 係 数（log Pow） － 

代表的な市販品；p体の化合物 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 分子式 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 C18-H30-O3-S ラット 経口 LD50 650 mg/kg 1）  
 マウス 経口 LD50 1,330 mg/kg 1）  
 

C18-H29-O3-S-Na 
ラット 経口 LD50 438 mg/kg 1）  

 マウス 経口 LD50 3,680 mg/kg 1）  
 

C36-H58-O6-S2-Ca 
ラット 経口 LD50 4,000 mg/kg 1）  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・Sprague-Dawleyラットに本物質（C10-C13の Na塩；活性成分（a.i.）99.5%）を 0、125、250、
500 mg/kg/dayで 1ヶ月間強制経口投与した結果、125 mg/kg/day以上の群の雄で体重増加の
抑制、Caの低下、雌で血清タンパク、アルブミン濃度の減少、250 mg/kg/day以上の群の雌
で Caの低下、500 mg/kg/day群で下痢、雄で心臓、脾臓重量の減少、ALPの増加、雌で体重
増加の抑制、心臓、胸腺重量の減少、肝臓重量の増加、AST、尿素窒素の低下を認めた 2）。

・Wistarラットに本物質（C10-C14；テクニカルグレード）を 0、0.07、0.2、0.6、1.8%含む餌を
6 ヶ月投与した結果、0.2％以上の群で用量に依存した盲腸重量の増加、尿細管の変性、0.6
％以上の群で用量に依存した体重増加の抑制を認めた。また、1.8％群で下痢、0.6％群で ALP
の増加、血清タンパクの減少を認めたが、0.07％群（40 mg/kg/day 相当）では影響を認めな
かった 3）。 
・Charles River CDラットに本物質（C10-C13；a.i. 98.1%）を 0、10、50、250 mg/kg/dayで 2年
間混餌投与した結果、体重減少や腫瘍の発生、その他の異常がみられたが、すべて正常範囲

内に収まる変化で、毒性反応と考えられる一貫した影響を認めなかった 4）。 
・Wistarラットに本物質（C10-C14；a.i. 60％）を 0、0.04、0.16、0.6％（300 mg/kg/day相当）含
む餌を 2年間投与した結果、0.6％群でわずかな肝臓及び盲腸の重量増加、ALT、ALPの増加
がみられたが、摂餌量や体重、一般状態、死亡率に影響を認めなかった 5）。 
・Wistarラットに本物質（a.i. 38.74％）を 0、0.1％（140 mg/kg/day相当）を飲水に添加して 26
ヶ月間投与した結果、摂水量、死亡率、体重、一般状態に影響を認めなかったが、肝臓の脂

肪変性と萎縮、AST、ALTの増加を認めた 6）。 
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生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ICRマウスに 0、300、600 mg/kg/day（市販洗剤）を妊娠 6、8、10日目に強制経口投与した
結果、600 mg/kg/day群の胎仔で口蓋裂と外脳症の高い発生率を認めた 7）。 
・ICR マウスに 0、10、100、300 mg/kg/day（a.i. 不明）を妊娠 6 日目から 15 日目まで強制経
口投与した結果、10 mg/kg/day以上の群の母マウスで体重増加の抑制、300 mg/kg/day群の胎
仔で体重減少、骨化の遅延を認めたが、奇形の出現はなかった 8）。 
・ICRマウスに 0、40、400 mg/kg/day（a.i. 99.5％）を妊娠 0日目から 6日目まで強制経口投与
した結果、400 mg/kg/day群で体重増加の抑制及び妊娠率の低下を認めた。また、妊娠 7日目
から 13日目に強制経口投与した場合も同様の結果であった 9）。 
・CD ラットに 0、125、500、2,000 mg/kg/day（a.i. 不明）を妊娠 6 日目から 15 日目まで強制
経口投与した結果、2,000 mg/kg/day群の胎仔で有意な骨化の遅延を認め、500 mg/kg/dayでも
軽度の骨化遅延を認めたが、生殖･発生毒性は認めなかった 10）。 
・Charles River CDラットに 0、7 mg/kg/day（a.i. 不明）を飲水に添加して投与した三世代試験

11）、Wistarラットに 0、70 mg/kg/day（a.i. 38.74％）を飲水投与した四世代試験 6）のいずれで

も生殖･発生毒性は認めなかった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・8.64 mg/m3の暴露を受けていた労働者 60人（暴露期間不明）の血清を調べた結果、脂肪とコ
レステロールが対照群に比べてわずかに低かった以外には差を認めなかった 12）。 
・本物質を主成分とする家庭用合成洗剤を子供が誤飲（量不明）した 4つの報告があるが、い
ずれも影響は見られていない 13）。 
・自殺目的で本物質の 21％溶液 160 mLを飲んだ 32才の女性では、一時的な軽い意識の混乱、
嘔吐、咽頭の痛み、低血圧、血漿コリンエステラーゼ活性の低下、尿中ウロビリノーゲンの

増加を認めたものの、これらの症状は速やかに消失した 14）。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  

 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露及び吸入暴露について、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
 なお、中・長期毒性試験では 120 mg/kg/day 前後で影響を認めたという報告がある一方で、
それより高用量、長期間の暴露で影響を認めなかったという報告もある。 
 また、生殖・発生毒性試験で 600 mg/kg/day の投与により高い奇形の出現率を認めたという
報告があるものの、その後の多くの試験で奇形は確認されておらず、発生毒性は母動物に毒性

がみられる用量でみられている。 
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